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安
房
神
社
報 

 

第
二
十
八
号 

 

号 

しろたへ                         第 28号( 1 ) 

昭和１００年 終戦８０年 

  

安
房
神
社
献
詠
歌
集
よ
り 

縣
立
安
房
高
女
第
四
學
生 

 
 

印 

東 

芳 

江 

―
 

み
や
し
ろ
の
お
く
に
し
つ
ま
る
み
鏡
に 

我
は
祈
ら
ん
こ
こ
ろ
静
か
に 

―
 

仝 
 
 

 
 
 

 

山 

田 

光 

子 

―
 

す
か
た
み
に
う
つ
ら
ふ
姉
の
晴
衣
装 

幸
お
ほ
か
れ
と
祝
ひ
ま
つ
る
も 

―
 

 
 

こ
の
巻
頭
の
歌
は
昭
和
十
四
年
一
月
十
日
発
行
の
当
社
社
報

「
安
房
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
献
詠
歌
集
よ
り
」
内
の
一
首
で
す
。
本
年

は
昭
和
百
年
・
終
戦
八
十
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
昭
和
の
昔
を

顧
み
旧
社
報
「安
房
」か
ら
巻
頭
の
歌
を
選
び
ま
し
た
。
当
時
の
高
校

生
の
表
現
の
豊
か
さ
や
奥
ゆ
か
し
さ
が
、
こ
の
歌
か
ら
垣
間
見
れ
ま

す
。
昭
和
が
終
わ
り
を
告
げ
て
三
十
七
年
余
り
、
今
を
生
き
る

我
々
に
と
っ
て
、
昭
和
と
は
遠
い
昔
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
し
て
や
、
平
成
・
令
和
生
ま
れ
の
人
々
は
「
昭
和
を
知
ら
な
い
」
世

代
で
す
。
過
去
を
顧
み
、
今
を
生
き
、
将
来
が
明
る
い
世
相
で
あ
る
こ

と
を
願
って
や
み
ま
せ
ん
。 

戦前の安房神社一ノ鳥居（木製）前 

 社号標と定札の位置が現在とは逆である 



しろたへ                        第 28号( 2 ) 

境 

内 

散 

策
（五
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【
執
り
行
わ
れ
た
主
な
祭
典
】 

 
十
一
月
二
十
三
日  

午
前
十
時 

 

新
嘗
祭 

十
一
月
二
十
六
日  

午
前
十
時
半 

新
穀
感
謝
祭 

十
二
月
二
十
六
日  

午
前
九
時
半 

神
狩
祭 

十
二
月
三
十
一
日  

午
後
四
時
半 

大
祓
式
・
除
夜
祭 

一
月 

  
 

一
日 

 

午
前
六
時 

 

歳
旦
祭 

一
月 

  
 

四
日 
午
後
四
時
半 

有
明
祭 

一
月 

 
 

十
四
日 

 
午
後
四
時
半 

置
炭
神
事 

一
月 

 
 

十
五
日 

 
午
前
九
時 

 

粥
占
神
事 

二
月 

 
 
 
 

三
日 

午
前
十
時
半 

節
分
祭 

二
月 

 
 

十
一
日 

 

午
前
九
時
半 

建
国
際 

二
月 

 
 

十
七
日 

午
前
九
時
半 
祈
年
祭 

四
月 

 
 
 
 

三
日 

午
前
九
時
半 
神
武
天
皇
祭
遥
拝
式 

四
月 

 
 

十
九
日 

 

午
後
三
時 

 
御
田
植
祭 

五
月 

 
  

 

十
日 

 

午
前
九
時
半 

下
の
宮
祭 

 

毎
月
一
日 

 
 

 

午
前
九
時
半 

月
次
祭 

 

【
今
後
の
主
な
祭
典
予
定
】 

 

五
月
二
十
七
日  

 

午
前
九
時
半 

海
軍
落
下
傘
部
隊
慰
霊
祭 

六
月 

 
 
 

十
日 

 
 

午
前
九
時
半 

厳
島
社
祭 

六
月 

 

三
十
日 

 
 

午
後
四
時
半 

夏
越
の
大
祓
式 

七
月 

  
 

十
日 

 
 

午
前
八
時 

 
 

忌
部
塚
祭 

八
月 

  
 

十
日 
 
 

午
前
十
時 

 
 

例
祭 

 

九
月 

 

七
日 

 

午
後
三
時 

 

抜
穂
祭 

九
月 

  
 

十
日 

 
 

午
前
九
時 

 

御
仮
屋
祭 

九
月 

十
四
日 

 

午
前
十
時
半 

安
房
国
司
祭 

於
鶴
ケ
谷
八
幡
宮 

九
月
二
十
七
日  

 

午
前
九
時
半 

琴
平
社
祭 

十
月 

 
 
 

十
日  

 

午
前
九
時
半 

館
砲
三
期
会
慰
霊
祭 

 

毎
月
一
日 

 
 

 

午
前
九
時
半 

月
次
祭 

   

 

 

当
社
の
境
内
は
四
季

折
々
豊
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
写
真

右
は
「
シ
ャ
ガ
」
と
い

う
中
国
原
産
の
ア
ヤ
メ

科
ア
ヤ
メ
属
の
花
で
か

な
り
古
く
に
我
が
国
へ

入
っ
て
き
た
品
種
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
花
は
繁

殖
力
が
非
常
に
強
く
地

下
茎
を
伸
ば
し
て
広
範

囲
に
広
が
る
た
め
に
、

ご
家
庭
の
庭
で
の
管
理

は
特
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

ち
ら
は
筆
者
が
下
之
宮

下
の
社
号
標
付
近
で
見

つ
け
ま
し
た
。 

左
は
社
務
所
正
面
玄

関
前
の
ツ
ツ
ジ
で
す
。

朝
露
に
濡
れ
、
瑞
々
し

い
姿
で
参
拝
者
を
お
迎

え
し
て
お
り
ま
し
た
。

当
社
で
は
毎
年
四
月
～

五
月
に
か
け
て
、
赤
ピ

ン
ク
の
種
と
白
い
花
弁

の
ツ
ツ
ジ
が
皆
様
を
お

迎
え
し
て
お
り
ま
す
。 



  

 

しろたへ                        第 28号( 3 ) 

神
道
古
典
（
三
）「
宣
命

せ
ん
み
ょ
う

」 

 
宣
命
と
は
、
古
代
日
本
に
お
い
て
、
天
皇
の
意
志
や
命
令
を
公
的
に
伝
え

る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
文
書
の
こ
と
で
す
。
特
に
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
、
国
家
の
重
要
な
出
来
事
や
神
事
、
政
治
的
決
定
に
際
し
て
発
せ

ら
れ
る
儀
礼
的
な
文
書
と
し
て
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
宣
命
は
「
宣 の

る
命

み
こ
と

」す

な
わ
ち
「
天
皇
の
命
を
宣 の

る
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
単
な
る
命
令
文
で
は
な

く
、
天
皇
の
神
聖
な
意
思
を
国
中
に
示
す
た
め
の
重
要
な
手
段
で
し
た
。 

宣
命
が
発
せ
ら
れ
る
場
面
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
た
と
え
ば
、
皇
太
子
の

立
太
子
や
天
皇
の
即
位
、
大
臣
の
任
命
、
ま
た
神
社
へ
の
奉
告
や
国
家
的
な

祭
祀
な
ど
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
面
で
は
、
天
皇
の
権
威
と

神
と
の
つ
な
が
り
を
国
民
に
示
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
儀
式
的
か
つ
荘

厳
な
文
体
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
宣
命
は
、
天
皇
が
直
接
語
り
か
け
る
形
式

を
と
る
こ
と
で
、
そ
の
神
聖
性
と
国
家
の
正
統
性
を
強
調
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。 

宣
命
は
、
単
に
書
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、
儀
式
の
場
で
声
に
出
し
て
読
み

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
読
み
や
す
く
、
聞

き
手
の
心
に
響
く
よ
う
な
リ
ズ
ム
や
構
成
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
文
章
に

は
繰
り
返
し
や
対
句
的
な
表
現
が
多
用
さ
れ
、
聴
衆
に
深
い
印
象
を
与
え
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
末
に
は
「
か
し
こ
み
か
し
こ
み
も
う
す
」

と
い
った
決
ま
り
文
句
が
使
わ
れ
、
天
皇
に
対
す
る
敬
意
と
儀
式
の
荘
重
さ
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 

宣
命
の
文
章
に
使
わ
れ
る
文
体
は
「
宣
命
体

せ
ん
み
ょ
う
た
い

」
と
呼
ば
れ
、
当
時
の
日
本

語
を
漢
字
で
表
記
す
る
特
殊
な
形
式
で
し
た
。
宣
命
体
で
は
、
万
葉
仮
名
と

い
う
表
記
法
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
万
葉
仮
名
と
は
、
漢
字
の
音
や
訓
を
利
用

し
て
日
本
語
の
音
を
表
す
方
法
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「ま
つ
る
（
奉
る
）」を
「麻

都
流
」
と
い
った
形
で
表
記
す
る
な
ど
、
意
味
よ
り
も
音
を
重
視
し
た
使
い
方

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
漢
字
を
用
い
な
が
ら
も
、
日
本
語
の

語
順
や
文
法
に
従
った
文
章
が
成
立
し
て
い
た
の
で
す
。 

 



天
皇
の
命
を
正
式
な
形
で
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
宣
命
は
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
人
事
に
関
わ
る
任
命
や
辞
令
、
法
令
の
公

布
な
ど
に
お
い
て
、
宣
命
は
国
家
の
公
式
な
意
思
表
示
と
し
て
機
能
し
て
い

た
の
で
す
。
ま
と
め
ま
す
と
、
宣
命
は
古
代
日
本
に
お
け
る
天
皇
の
神
聖
な

命
を
国
民
に
伝
え
る
た
め
の
公
文
書 

で
あ
り
、
そ
の
文
体
で
あ
る
宣
命 

体
は
日
本
語
と
漢
字
文
化
が
融
合 

し
た
独
自
の
表
現
形
式
で
す
。 

宣
命
は
政
治
、
宗
教
、
言
語
の
三 

つ
の
側
面
に
お
い
て
重
要
な
意
義 

を
持
ち
，
今
日
で
は
古
代
日
本
を 

理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料 

と
な
って
い
ま
す
。
宣
命
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
私
た
ち
は
古
代
人
の
言
葉
の

力
に
対
す
る
意
識
、
天
皇
と
神
々
、
そ
し
て
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

しろたへ                        第 28号( 4 ) 

宣
命
体
は
、
当
時
の
話
し
言
葉
に
近
い
形
で
書
か
れ
て
お
り
、
日

本
語
の
発
音
や
語
彙
を
知
る
う
え
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
漢
文
と
は
異
な
り
、
日
本
語
独
自
の
文
法
要
素―

助
詞
や

終
助
詞
、
敬
語
な
ど―

が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
言
語
文

化
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
宣
命
体
は
国
語
学
や

歴
史
言
語
学
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
対
象
と
な
って
い
ま
す
。  

 
 

 
 
 

 
 

 
  

現
存
す
る
宣
命
の
文
章
は
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
と
い
っ

た
歴
史
書
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
古
社
に
伝
わ
る
古
文

書
の
中
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
名
な
例
と
し
て
は
、
大
嘗
祭
に
お
い

て
神
に
奉
げ
る
宣
命
や
、
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
発
せ
ら
れ
る
宣
命

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
宣
命
は
、
政
治
的
な
意
図
だ
け

で
な
く
、
宗
教
的
な
意
義
も
持
ち
、
古
代
の
国
家
と
神
道
と
の
密
接

な
関
係
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宣
命
は
国
家
の
統
治
手
段
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
律
令
制
度
の
も
と
で

は
、
文
書
に
よ
る
行
政
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で 

 

桜町天皇宣命 

https://aucfree.com/items/g385760836 



 

   

 

       

 

                

                        
 

     
 

 

        

神 

社 

豆 

知 

識 
 

                     

                       

                       

 

 

  

 

しろたへ                        第 28号( 5 ) 

安
房
神
社
の
浜
降
神
事
は
戦
後
数
年
続
け
ら
れ
た
後
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
の
当
社
の
御
遷
座
千
三
百
年
記
念
大
祭
の
折
に
復

活
し
た
の
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
今
号
で
は
浜
降
神
事
の
行
列
に
欠
か
せ
な
か
った
、

大
神
宮
区
内
上
郷

か
み
ご
う

地
区
に
伝
わ
る
（
残
念
な
が
ら
現
在
は
廃
絶
）鞨
鼓
舞
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
鞨
鼓
舞
は
上
郷
区
の
青
年
団
が
奉
仕
し
、
も
と
は
雨
乞
い
の
時
に
舞
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
月
十
日
の
浜
降
神
事
に
参
加
す
る
為
に
、
八
月
一

日
、
地
区
内
の
戸
主
が
集
会
所
に
て
段
取
り
を
決
定
し
ま
す
。
構
成
は
、
世
話
人

四
、
高
張
一
、
〆
縄
持
ち
三
、
獅
子
舞
六
（三
人
一
組
で
二
組
）、
笛
四
、
サ
サ
ラ
四
、

荷
物
持
ち
等
か
ら
な
り
、
こ
れ
は
各
戸
主
の
話
し
合
い
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
翌
二
日
か

ら
練
習
が
開
始
さ
れ
、
午
後
七
時
～
十
二
時
頃
ま
で
当
番
の
家
で
行
い
、
八
日
ま
で

続
け
ら
れ
ま
す
。
九
日
は
総
練
習
日
と
称
し
、
午
後
三
時
～
七
時
ご
ろ
ま
で
小
塚
大

師
の
境
内
で
、
部
落
の
人
々
を
集
め
て
練
習
の
成
果
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
鞨
鼓

舞
は
小
塚
全
体
の
行
事
で
あ
る
の
で
、
八
月
一
日
～
十
日
ま
で
は
必
ず
各
戸
か
ら
一

人
以
上
は
出
て
奉
仕
及
び
手
伝
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
月
十
日

は
午
前
十
時
頃
、
部
落
の
宿
（
当
番
）
か
ら
、
安
房
神
社
ま
で
は
徒
歩
で
移
動
し
ま

す
。
鞨
鼓
舞
は
安
房
神
社
、
御
旅
所
で
舞
わ
れ
ま
す
が
、
依
頼
を
受
け
れ
ば
個
人
宅

で
も
舞
って
い
た
そ
う
で
す
。 

 

 
 

 

《
安
房
神
社
の
浜
降
り
神
事
③
》 

 

大神宮区上郷地区に伝わっていた鞨鼓舞 

後ろの高張提灯に「上郷青年」と書いてあるのが確認できる 

手前の人物が竹製のササラを擦り、音を出して蛙の鳴き声を表現する 

 



    
 

 

                        

     

 
※
境
内
自
由
参
拝
に
つ
い
て 

 

大
晦
日
の
み
終
日
参
拝
が
可
能
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て

は
、
早
朝
六
時
～
午
後
六
時
頃
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

警
備･

防
犯
上
の
都
合
に
よ
り
、
時
間
外
は
境
内
へ
の
立
入
り

を
一
切
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。 

 

※
冬
季
は
日
没
が
速
い
為
、
防
犯
の
理
由
か
ら
時
間
前
に
閉
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
御
水
取
り
・
御
砂
取
り
の
作
法
】 

 

当
社
で
「
御
水
取
り
・
御
砂
取
り
」
を
さ
れ
る
際
に
は

祈
祷
受
付
に
て
御
申
込
み
頂
き
、
殿
内
に
て
御
祓
い
を
受

け
た
後
に
御
水
取
場
・
御
砂
取
場
に
お
進
み
頂
い
て
お
り

ま
す
。 

 

こ
れ
は
御
本
殿
近
く
の
清
浄
な
御
水
取
場
・
御
砂
取
場

に
、
外
界
の
穢
れ
を
持
ち
込
ま
な
い
為
の
重
要
な
作
法
で

す
の
で
、
御
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
御
来
社
さ
れ
る
こ
と

を
お
薦
め
致
し
ま
す
。
ま
た
大
型
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
よ

る
大
量
の
御
水
取
り
、
過
度
の
御
砂
取
り
は
御
遠
慮
願
い

ま
す
。
な
お
、
御
神
水
飲
用
の
際
に
は
必
ず
煮
沸
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
一
般
参
拝
者
の
御
水
取
場
・
御
砂
取
場
へ
の
立
入
り
は

右
記
の
理
由
か
ら
禁
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
時
間
外
の
御

水
取
り
、
御
砂
取
り
は
一
切
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
受

付
時
間
内
に
て
御
申
込
み
願
い
ま
す
。 

・
神
符
守
札
の
授
与
、
御
朱
印 

 

 
 
 
 
 
 

 

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時 

・
御
祈
祷
、
御
水
取
り
の
受
付 

 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時
～
午
後
四
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安
房
神
社
の
神
池
前
に
は
「
安
房
あ
づ
ち
茶
屋
」
が

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

色
付
く
神
池
後
方
の
吾
谷
山
を
眺
め
な
が
ら
、
癒
し

処
と
し
て
心
静
か
に
穏
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
御
利
用
下
さ
い
。 

 
 

温
か
い
お
に
ぎ
り
セ
ッ
ト
や
、
お
み
や
げ
物
と
し
て

房
州
銘
菓
も
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。 
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時 
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